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令和 ６年 宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 CFM ３月 
 

 

第７３回 放送番組審議会議事録 

 

１ 開催年月日 ２０２５年（令和 ７年） ３月１８日 

  

２ 開催場所 〒２４３－０１１１ 神奈川県愛甲郡清川村宮ヶ瀬９４０番地の２５ 

宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 本社 

  

３ 委員出席 委員総数 ５名   出席委員数 ３名 

  

 （１） 出席委員の氏名 藤田義友 朝倉英明 鈴木貴子 

  

 （２） 欠席委員の氏名 山本善男 山口洋子 

  

 （３） 放送事業者側出席者名 代表取締役 望月千弘 

取締役 放送局長 志村寧子 

 

４ 議事（審議内容） 

第１議案 放送番組「朝ラジ」について 

番組を聞いていただいた後、放送局長から、番組の概要として、開局当初から続いている番組で、平日、清川村周辺

に必要な情報を提供する番組で、その日の情報のうち、忘れがちになる「ゴミ出し」、「村役場が主催、共催する教室等」

は、聞き逃さないように、必ず、ゆっくりした口調で、また、途中からお聴きの方には、最後に、標題を付けるなど配慮し

ている。 

そのほか、放送直前までに入ってくる公共交通機関、イベントの中止などの情報を、取りこぼしがないように放送を実

施している。 

コロナ以降、対面や、多人数での教室など、イベントがほぼなくなり、「朝ラジミニ」として放送している。 

コロナ明けからは、定期的なイベント開催が復活している程度で、情報の分量は減っているとの説明があった。 

委員からは、「村役場が主催、共催する教室等」」とは、どんなものが多いのかという質問があり、赤ちゃんや幼児を中

心とした母子、または、夫婦、保護者を対象としたものが最多で、次に高齢者向け参加型が多い。 

また、最後にあった、情報の分量が減っている理由についての問いには、コロナ明けの現時点に比べ、コロナ中の

方が、接触感染リスクの少ない観光地への来訪者が多く、コロナ明けにより他方へのイベントに流失していることによる

ものと感じられると、放送局長が回答した。 

第２議案 「放送法第６条第５号の報告」について 

 前回の審議会開催以降、訂正放送等に関し、報告する事項はなく、また、放送番組に関して申し出のあった苦情そ

の他の意見は、ありませんでした。 

 

５ 審議機関の答申または意見に対してとった措置の内容及びその年月日 

  （答申又は意見の内容及びその年月日を併せて記載すること。） 

 

 

６ 審議機関の答申または意見の概要の公表  

  公表年月日 令和 ７年 ３月３１日（予定） 

 

７ その他参考事項 

なし 
 


